
市や社会福祉協議会のホームページや広報などを通じた情報発信だけでなく、民生委

員・児童委員の協力等、様々な方法により地域福祉計画の普及啓発を図ります。 

また、市、社会福祉協議会及び各事業者と協働でイベントを開催する等、地域住民への

普及啓発の機会の充実に取り組みます。 

計画の推進にあたっては、市民・地域・事業者・社会福祉協議会及び行政が、計画の

基本理念とその役割を認識し、積極的に連携を図り、協働により施策を展開していきま

す。

本計画の円滑で確実な実施を図るため、計画の進行管理と評価を行っていきます。 

進行管理及び評価は、本計画を総合的に推進していくため行政からの視点だけでなく、市

民意識調査や地域福祉活動関係者との意見交換会などを適宜行い、地域福祉活動に関する

市民の意識や活動実態の把握に努め、市民の声を的確に把握した上で、施策の展開を図り

ます。 

市民・地域・事業者 

＜構成＞ 地域住民、町内会、民生委員・児童委員、ボランティア・ＮＰＯ、福祉事業者 など

御前崎市地域福祉計画・地域福祉活動計画推進委員会 

＜構成＞学識経験者、地域住民、社会福祉事業者、社会福祉活動者 など 

地域福祉推進事務局 

＜構成＞ 福祉課、社会福祉協議会、その他関係各課・機関 など

提言・助言・情報共有

資料提供・報告提言・助言

参加・情報提供
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本市では、市民の皆さんと協働し、子どもから高齢者まですべての人々が支え合い、市

民一人ひとりが「しあわせ」を感じられる社会づくりを目指し、平成28年３月に「御前崎

市第３次地域福祉計画・第３次地域福祉活動計画」を策定し、地域福祉の推進に向けて取

り組んでまいりました。このたび、「御前崎市第３次地域福祉計画・第３次地域福祉活動

計画」の期間が最終年度を迎えることから、地域福祉に関わる取り組みの実施状況や社会

経済情勢、市民のニーズなどの変化を踏まえつつ、令和３年度以降の地域福祉の基本的な

方向性について明らかにしていくものとして、「御前崎市第４次地域福祉計画・第４次地

域福祉活動計画」を策定しました。

御前崎市マスコットキャラクター
なみまる 

御前崎市マスコットキャラクター
ふうちゃん 

御前崎市 健康福祉部 福祉課 〒437-1692 静岡県御前崎市池新田 5585 番地 
電話 0537-85-1121  FAX 0537-85-1144 

社会福祉法人 
御前崎市社会福祉協議会 〒437-1622 静岡県御前崎市白羽 5402 番地の 10 

電話 0548-63-5294 FAX 0548-63-5299

編集・発行



「市民一人ひとり・地域みんなの取り組み」、「民間事業者（福祉サービス事業者・企業・

商店等）の取り組み」、「市の取り組み」、「社会福祉協議会の取り組み」と役割分担を明確

にし、それぞれが地域福祉推進のために取り組むことをまとめています。 

～地域福祉計画～ 

御前崎市総合計画のもとで福祉分野を具体化する計画のひとつであり、対象者や分野に

関わらず、福祉の観点から市民の生活支援を目指す基本計画となります。 

～地域福祉活動計画～ 

地域福祉の主要な担い手である社会福祉協議会を中心とした民間による自主的、自発的

な行動のための計画です。地域住民の立場から地域福祉を推進する意味で、「地域福祉計

画」と対をなす計画となります。 

私たちの住むまちには、子どもから高齢者、障がいのある方や外国人など、さまざまな

人が住んでいます。 

すべての市民が安心して生活が送れるよう、市民、各種団体、民間事業者、行政、社会福

祉協議会が連携し、それぞれの立場でそれぞれの役割を果たしながら地域全体で力を合わせ

て課題解決に取り組むことが「地域福祉」です。 

地域の困りごとを地域の問題としてみんなで取り組むためには、「自助」、「共助」、「公助」

という３つの働きがあります。 

住民自身の努力による 

地域住民がお互いに助け合う 

行政が取り組むセーフティネットとしての 

それぞれの特長を生かしながら、ともに   することが重要です。 

（１）市民が主役になる小地域福祉活動の推進・支援 

  ①身近な地域での交流活動の推進 

  ②市社協の基盤強化及び支部社協活動の充実 

  ③住民ニーズの把握・対応の充実 

（２）福祉関係団体（福祉団体・当事者団体・ボランティア団体）への支援 

  ①地域における支え合いの仕組みの充実 

  ②福祉関係団体の抱える課題の把握及び支援 

  ③福祉関係団体と市民・学校・福祉施設などとの連携・協働の支援 

（３）災害時等の支援や防犯体制の強化 

  ①防災・防犯活動への支援 

  ②災害ボランティア本部の体制強化 

（１）支え合う心を育むための地域福祉教育の推進・支援 

  ①地域における学び場づくり 

  ②地域や学校での地域福祉教育の充実 

（２）多くの市民の地域福祉活動への参加の促進 

  ①ボランティア活動・市民活動への支援 

  ②ボランティア活動・市民活動への参加のきっかけづくり 

（３）地域福祉を身近に感じるための啓発活動の推進 

  ①福祉講座・福祉啓発事業の充実 

  ②地域福祉に関する情報発信の充実 

（１）困ったときに気軽に相談できる包括的な相談支援体制の充実 

  ①市民にわかりやすく、気軽に相談できる窓口の充実 

  ②関係機関同士の連携を深める体制の強化 

  ③生活困窮世帯の支援体制の充実 

  ④権利擁護の推進 

（２）誰もが健康でいきいきと暮らせる仕組みづくり 

  ①自立を支える福祉サービスの充実 

  ②誰もが暮らしやすい環境づくり 


